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「
や
っ
と
念
願
の
店

が
も
て
る
」
と
語
る
の

は
、
胡

宏
（
こ
こ
う
・

52
歳
）
さ
ん
。
胡
さ
ん

は
、
道
徳
豊
田
支
部
会

員
の
森
利
恵
さ
ん
が
経

営
す
る
中
華
店
の
元
従

業
員
。
日
頃
か
ら
「
中

国
料
理
店
を
持
ち
た
い
」

と
森
さ
ん
に
相
談
を
し

て
い
ま
し
た
。
開
業
相
談
な
ら

「
民
商
に
入
会
し
た
ら
」
と
紹

介
。
名
古
屋
市
信
用
保
証
協
会

で
は
「
言
葉
の
壁
が
あ
る
」
と

断
ら
れ
、
民
商
と
一
緒
に
銀
行

や
名
古
屋
市
新
事
業
支
援
セ
ン

タ
ー
で
融
資
の
窓
口
や
創
業
補

助
金
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

次
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
の

生
活
衛
生
融
資
の
申
し
込
み
の

為
に
「
保
健
所
」
、
「
愛
知
県

生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
」

で
「
新
創
業
融
資
制
度
申
込
紹

介
書
」
と
「
推
せ
ん
書
」
を
も

ら
い
政
策
金
融
公
庫
へ
申
込
み

ま
し
た
。
日
本
語
が
あ
ま
り
喋

れ
な
い
胡
さ
ん
の
為
に
、
中
国

語
が
わ
か
る
森
さ
ん
の
異
例
の

同
席
を
要
求
し
審
査
に
臨
み
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
断
り

の
電
話
が
入
り
ま
し
た
。
12
月

に
入
り
「
私
に
は
も
う
店
は
も

て
な
い
」
と
胡
さ
ん
。
「
諦
め

ず
最
後
ま
で
頑
張
ろ
う
」
と
、

励
ま
し
、
こ
ん
ど
は
名
古
屋
市

小
規
模
事
業
金
融
公
社
に
相
談

に
い
き
、
な
ん
と
か
保
証
人
も

立
て
申
込
み
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。胡

さ
ん
は
「
日
本
国
内
に
ほ

と
ん
ど
い
な
い
特
級
調
理
師
を

持
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ご

要
望
に
応
じ
て
宮
廷
料
理
も
提

供
で
き
る
」
「
18
年
、
日
本
で

調
理
師
と
し
て
働
い
て
い
た
の

で
日
本
人
好
み
の
料
理
も
で
き

る
」
「
開
業
し
た
い
店
舗
裏
に

中
国
物
産
が
あ
り
、
土
、
日
は

集
客
が
見
込
ま
れ
る
」
な
ど
一

生
懸
命
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
12
月
27
日
に
公
社

か
ら
「
７
９
０
万
円
の
融
資
で

き
ま
す
」
と
電
話
が

入
り
、
胡
さ
ん
は
喜

び
の
年
始
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
知
っ
て
得
！
来
て
得
！
継
続

し
た
震
災
支
援
を
！
」
と
愛
知
県

商
工
団
体
連
合
会
婦
人
部
協
議
会

（
愛
婦
協
）
が
第
３
回
「
得
と
く

フ
ェ
ス
タ
」
を
12
月
22
日
、
名
古

屋
市
千
種
区
吹
上
の
中
小
企
業
振

興
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

の
フ
ェ
ス
タ
は
過
去
最
高
の
73
店

が
出
展
し
、
４
０
０
人
以
上
が
訪

れ
ま
し
た
。

名
古
屋
南
民
商
婦
人
部
も
20
人

以
上
の
役
員
ら
が
集
ま
り
健
康
や

介
護
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
飲
食
、

小
物
販
売
な
ど
多
彩
な
分
野
で
参

加
し
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
し
た

「
い
も
幸
」
さ
ん
や
「
寿
司
正
」

さ
ん
の
商
品
の
前
に
は
行
列
が
出

来
る
場
面
も
あ
り
、
ど
ち
ら
も
完

売
し
ま
し
た
。

民商の拡大・強化で安倍暴走
政治にストップを！
―全商連地方別決起集会に東海4県で270人

が参加－

安倍政

権は、昨

年、10月1

日の消費

税率引上

げ決定に

続き、秘密保護法の強行採決、年金や生活

保護切捨てなど国民の声を無視して次々と

悪政を強行しました。

そして、いよいよ4月からは消費税率の引

き上げが強行されます。4月実施に向けて大

きな声で引上げ反対を訴えつつ、10％～15

％への引上げは絶対に許さない世論を作っ

ていく事、この春に特に求められています。

その最大の力が、商工新聞読者と会員の

拡大です。この1月から出足早く取り組める

ように、全商連主催の地方別決起集会が1月

5日名古屋で開催され県連・単位民商の会長・

事務局長はじめ、共済理事長、婦人部長、

青年部長、拡大推進委員長など270名が参加、

名古屋南からも10名が参加し、三浦副会長

が決意表明（写真）をされました。

1月5日、名駅ナナちゃん人

形付近で愛婦協「新春消費税

増税中止を求める署名宣伝行

動」が行われ33人の役員、事

務局が参加。名古屋南民商か

ら6人が参加しました。

「どこかで増税反対の意思

表示をしたかった」と語る方

もいて、80人分の署名が集ま

りました。

「
増
税
へ
の
怒
り

に
」
闘
う
ぞ
！
決

意
に
あ
ふ
れ
た
宣

伝
行
動
（
参
加
者
）

名古屋南民商婦人部のお店


